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第３節 漁業 
三番瀬とその周辺海域は、多くの魚類や貝類等の産卵、生育の場として、東

京湾全域の漁業にとって重要な役割を果たしています｡ 
そして、三番瀬における漁業は、首都圏をはじめとする消費者に新鮮な水産

物を供給するとともに、地場産業として地域の経済と社会に大きな役割を果た

しています。また、ノリやアサリ等の生産により、海域に流入した窒素・りん

の回収を通じて水質浄化に寄与するとともに、貝類漁業において海底を耕うん

することにより底質の維持改善に貢献してきました。 

しかし、その漁場環境は、埋立てに伴う海域の減少等により大きく変わり、

多くの漁業資源が消滅、減少し、多くの漁法も消えていきました。基幹漁業で

あるノリ養殖業やアサリ漁業も不安定な生産を強いられ、漁業後継者不足に関

しても課題となっています。また、ノリやアサリ等の生産の不振は三番瀬の持

つ水質浄化機能の低下を招くことが懸念されます。 
このことから、多様な水生生物が安定して生息する生態系バランスのとれた

豊かな漁場の再生を図り、安定した生産と収入が得られ、若年層が将来に希望

を持って漁業を引き継ぐことができるようにすることが重要です。 
  そのため、漁場環境の改善、安定したノリ養殖業やアサリ漁業に向けた研究 
の推進、漁業基盤の整備、漁業者と消費者を結ぶ「＊千産千消

ちさんちしょう

」の推進等に取

り組み漁業の振興を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２－３－１ アサリ漁の様子               

 
 
 
 
 
 
 

 

図２－３－２ ノリ養殖風景 

 

＊千産千消 
地産地消の考え方に基づ

き、千葉県産の新鮮でおい

しい、安全・安心な農林水

産物を、県内の皆さんに消

費していただくことをいい

ます。 
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ノリ生産枚数の推移
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マイワシ・スズキ・カレイ類生産量の推移
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 注：習志野・船橋・行徳・南行徳・浦安地区の漁業者が三番瀬を含む東京湾海域で漁獲した量です。

三番瀬の主な漁業対象種の生産状況(図２－３－３）
資料：農林水産統計年報（昭和３５年～平成１６年）

アサリ・ハマグリ生産量の推移
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S50以降、はまぐりの
生産はありません。

 


